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レーガン政権の対ソ連外交とグローバライゼーションの地平 
―アメリカ国際政治戦略：「力による平和（Peace through Strength）」戦略の軌跡と成功要因― 
































交戦略で、第 2 次世界大戦後 40 年以上続いた冷戦体制を終わらせ、世界を劇的に変えた政権であった。 





された世界体制とも考えていた冷戦体制にピリオドを打ち、それまで地球上の約 3 分の 1 を占有していた社会主義・
共産主義体制の大半を消滅させ、世界を自由主義・資本主義・市場主義体制に全面的に移行させる契機を創造する
ことに成功した。長期の歴史的視点からすれば、レーガン政権は本格的に世界が一体化しゆくグローバル化
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民主党支持のリベラル派としてスタートした。レーガンは、フランクリン・ルーズベルトに 4 回投票するほどの FDR
の支持者で、その功績を評価していた。 
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1966 年に、レーガンはカリフォルニア州知事選挙に当選し、1967 年～75 年の 2 期、州知事をつとめた。州知事
時代のレーガンは、自由主義的色彩の強い政策を実行した。例えば、州議会を通過した「バイクに乗る際のヘルメ
ット着用義務付け」の法案に対して、個人の自由に州政府が関与すべきでないとし、法案を知事権限で取り消した。
また、全米初の無過失離婚（No fault divorce）制度を採用し、個人の自由を拡大した。 
レーガン自身が出馬した大統領選挙については、1968 年の選挙がレーガンの初出馬だった。1968 年の選挙では、















 1979 年 12 月には、ソビエトのアフガニスタン侵攻を
許し、国際政治における米国の覇権、威信は急速に劣化した。1980 年 9 月時点でのカーターの支持率は、19%まで
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する）も、チームＢを支持していた。チームＢは、CPD（The Committee on the Present Danger：現在の危機に関す
る委員会）という共和党系シンクタンクに発展し、対ソ連強硬策の研究や国民への宣伝活動を展開していった。レ















レーガン政権以前の政権が進めていた 1970 年代のデタント国際政治戦略は、1975 年のヘルシンキ宣言を頂点に
一定の成果を出した。ヘルシンキ宣言（Helsinki Declaration）とは、1975 年 7 月・8 月に開催された全欧安全保障協





東部に、SS4・SS5 の代替として、新型の SS20 の配備を開始した。SS20 は、それまでの SS4・ SS5 より、射程距離
の長さ、命中精度、威力、機動性の点で、格段に優れたミサイルであり、西ヨーロッパ諸国は安全保障上の脅威と
考えるようになっていく。 
さらに 1970 年代末から 1980 年にかけてソ連は、アフガニスタン・イラク・シリア・南イエメン・リビア・キュ














即ち、1972 年調印の第 1 次戦略兵器制限交渉（SALTⅠ： Strategic Arms 
Limitation Talks 1）では、米ソの弾道ミサイル保有数の上限が定められた。第 2 次戦略兵器制限交渉（SALTⅡ： 
Strategic Arms Limitation Talks 2）では、1 次の合意内容に加えて、ICBM・SLBM・戦略爆撃機等の核運搬手段の数
量制限、複数弾頭化（MIRV）の制限が設定されていった。SALTⅡは 1979 年 6 月にウィーンで調印された。しかし、
1979 年 12 月のソ連のアフガニスタン侵攻を受け、アメリカ議会が SALTⅡの批准を否決した。よって、SALTⅡは
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が始まった 69 年から 80 年代半ばまでの間に、ソ連はその戦略核兵器の数を数千も増やしたし、SALTⅠ、SALTⅡ









「経済の停滞にもかかわらず、ソ連指導部は自国の国民総生産（GNP）の 12 ないし 14%を軍事支出につぎ込んで
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いる。これはわが国の支出レベルの 2、3 倍だ。ついでに言えば、アメリカの連邦支出額に占める国防費の割合は低
下している。……ジョン・ケネディが大統領だった 62 年、連邦予算の 46%、つまり半分近くが国防費に振り向けら
れた。ところが近年では、予算の約 4 分の 1 が国防費に回される一方、社会計画費の比率は 2 倍近くに上昇した。
ソ連が軍事支出を増大させ、アメリカが比率的にそれを低下させるという傾向の組み合わせは、軍事的均衡を変え、
われわれの抑止力を弱めた。現在、事実上、軍事力のあらゆる尺度から見て、ソ連は決定的優位を保持している。
ソ連は地上配備大陸間弾道ミサイルを、われわれの保有数より 3 分の 1 多く展開した。信じられないかもしれない
が、われわれは 65 年に配備を凍結し、以来ミサイルの追加配備はしていない。ソ連は過去 15 年間に、60 隻の新型
ミサイル原潜を進水させた。同じ期間中、われわれは昨年まで 1 隻も就役させていない。ソ連は 200 機以上の新鋭




























レーガンは大統領就任後直ちに軍事拡大計画を進め、1981 年 10 月にアメリカの戦略的軍事力近代化への計画を
承認した。予算規模で数十億ドルの規模になった。その主要な内容は、以下のようなものであった。 
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その他にも後に、「600 隻艦隊」を目指す海軍増強計画、巡航ミサイルの製造、パーシングⅡ型巡航ミサイルのイギ
リス・西ドイツ・イタリア等同盟国への配備計画などを進めた。 
さらに、レーガン政権は、1982 年度以降の軍事予算として、1982～86 年で 1,460 億ドルの国防予算の増額を計画
し、ソ連に対する圧倒的な軍事的優位を目指した。 
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レーガン政権の国家安全保障担当補佐官は、以下の 6 人が担うことになる。即ち、リチャード・アレン（1981 年
1 月～12 月）、ウィリアム・クラーク（1982 年 1 月～83 年 9 月）、ロバート・マクファーレン（1983 年 10 月～85
年 11 月）、ジョン・ポインデクスター（1985 年 12 月～86 年 11 月）、フランク・カールッチ（1986 年 12 月～1987
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1981 年 6 月、レーガンは国家安全保障会議で、その夏のアメリカ第 6 艦隊の演習においてリビアに近接したシド
ラ湾での演習を許可した。1970 年代、リビアの指導者ガダフィは、シドラ湾は国際水域ではなくリビアの一部であ
り外国艦隊は退去するように主張していた。レーガンの「シドラ湾演習決定」の後、1981 年 8 月には、リビア側は
リビア軍機による地中海の米国艦隊への牽制を開始していた。 




1981 年 8 月、レーガンは、エジプトのサダトをワシントンに招待し、夏のシドラ湾演習について理解を求めた。
レーガンはサダトとは緊密な信頼関係をつくっていた。当時、リビアはエジプト国境でも、軍を増強していた。レ
ーガンはサダトに、緊急事態には米側が支援することを約束している。 
1981 年 8 月 20 日、アメリカのシドラ湾演習において、空母ニミッツから発進した 2 機のＦ14 戦闘機に対して、











長岡大学 研究論叢 第９号（2011 年 7 月） 













































長岡大学 研究論叢 第９号（2011 年 7 月） 













































長岡大学 研究論叢 第９号（2011 年 7 月） 
















INF (Intermediate-range Nuclear Force：中距離核戦力) は、核弾頭を装備した中距離弾道ミサイル・巡航ミサイル
を意味する。ヨーロッパの INF に関する米ソ間交渉は、レーガン政権が誕生する前年の 1980 年に既に、予備的な
交渉がジュネーブにおいて開始されていた。
（14）
正式な米ソ間交渉は、レーガン政権発足後の 1981 年 9 月から準備が
開始された。 
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1981 年 11 月、ジュネーブにて、ヨーロッパにおける INF（中距離核戦力）に関する米ソ代表団による INF 交渉
が始まった。 
アメリカ側は、ゼロ・ゼロ・オプション（zero-zero offer・0-0 提案・ゼロゼロ提案・ゼロオプション）をソ連側


























1981 年 12 月 13 日、ポーランド当局は、自由化の戦いを続けていた自主管理労働組合「連帯」の指導者らを逮捕
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1982 年も、レーガン政権の対ソ連強硬路線は続いた。レーガンは 1982 年度の国防予算として、2,229 億ドルの予
算案を提示した。米国史上初めての年間 2,000 億ドル台の国防予算であった。 
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４.２.３. 戦略兵器交渉 
全般的にソ連に対して強硬な対応をとったレーガンは、戦略兵器関連の交渉に関しては、早期の段階から比較的
前向きな態度を示した。レーガンは、次のように述べている。「82 年春、ユーレカ大学で私のクラスの卒業 50 周年
を祝う式典で、私は改めてソ連に戦略兵器削減交渉（START）を始動させるよう呼びかけた。これはソ連がポーラ
ンドに戒厳令を敷かせたのち、われわれが一時棚上げしていたものである。」（わがアメリカンドリーム、714 p）。

























レーガンが「3 年間で 25%減税」という「減税 3 カ年計画」の第一段階を開始したのは、1981 年 10 月であった。









アメリカ経済はレーガン政権発足後回復し、経済成長率（インフレ調整済実質経済成長率）は 1983 年に 3.5%、
1984 年に 6.8%（当時過去 50 年間で最高の成長率）に達した。インフレ率も 3 分の 1 に下落した。1981～87 年の間
で、アメリカの製造業生産高は、33%増大し、実質国民総生産は、27%も拡大した。 
1981 年末に減税はスタートしたが、6 年間で連邦政府は、3,750 億ドルの税収増を得た。「減税⇒経済活況⇒税収
増大」が、証明された。1,400 億ドルの軍事力増強費用を十分賄うものであった。ところが議会は、支出を、4,500
億ドルも、増加させた。財政赤字は議会の過剰支出の責任というのがレーガンの考えであった。「赤字財政は過少課
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税によって生じるのではなく、過大支出によって生じる」というのが、レーガンの考えだった。歳出削減の必要性
を、常に主張していたレーガンは、次のように述べている。 









1982 年 11 月、18 年間ソ連の政権のトップの座にあったブレジネフ書記長が死去した。ブレジネフ死去に際して
レーガンは、ブッシュ副大統領、シュルツ国務長官、ハートマン駐ソ大使に葬儀出席を指示した。 
ブレジネフの後を継いだのは、当時 69 歳のアンドロポフだった。アンドロポフは翌 12 月に INF 交渉について、
「アメリカが INF 配備計画を中止すれば、ソ連はイギリス・フランスの核戦力に匹敵するところまでヨーロッパの
INF を削減する」という提案を打ち出した。この時点でも、ソ連は自国側の欧州配備済 INF を基本的に維持し、米
国の INF 欧州配備には強く反対するという姿勢を崩さなかった。 
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1983 年 3 月 23 日、国家安全保障決定指令 119 号に沿ってレーガンは、SDI 構想（Strategic Defense Initiative：戦

























一方、MAD を超越し軍事バランスを根底から覆す可能性を有する SDI を、ソ連は強く警戒することになるのであ
る。 
SDI 自体は 1993 年まで開発が進められ、クリントン政権での TMD 構想に発展して行く。1983 年から 20 年後、
2003 年頃には、MD・TMD といったミサイル防衛システムを、アメリカは構築して行くのであった。 
 
４.３.３. ウィリアムズバーグサミット 
1983 年 5 月に、ウィリアムズバーグサミットが開催された。ウィリアムズバーグサミットの最大の検討事項は、
ソ連が配備した中距離核ミサイル SS20 を撤去させるために、ヨーロッパにパーシングⅡミサイルを配備するとい
うレーガン政権の計画への対応にあった。 
1981 年 11 月にレーガンは世界に、ゼロ・ゼロ・オプションを発表し、その後ジュネーブでソ連との交渉を再開
し、ゼロ・ゼロ・オプションを正式に提示した。しかし、ソ連は、ゼロ・ゼロ・オプションを受け入れようとせず、
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ウイリアムズバーグサミットでレーガンは、西側主要国首脳にこのことを告げた。最初、フランスのフランソワ・
ミッテラン大統領と、カナダのピエール・トルードー首相は、レーガンの強硬な戦略に同意することに躊躇した。








































するように思われる。」（1983 年 8 月 24 日付けのレーガンからアンドロポフへの書簡：わがアメリカンドリーム、
754p） 
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４.３.５. KAL007事件 
レーガンがアンドロポフへの書簡を送った 1983年 8月 24日の直後、8月 31日に大韓航空機撃墜事件が勃発した。
ソ連軍用機が大韓航空（KAL）007 便旅客機（ジャンボジェット機：ボーイング 747 型機）を撃墜したのであった。
269 人が犠牲となり、その中にはアメリカの下院議員 1 名を含むアメリカ人 61 名が含まれていた。 
事件直後、ソ連側は撃墜について全く関与していないという声明を出した。しかし、日本の航空管制官が傍受し
たソ連軍パイロット達の無線交信内容の記録によって、全容は把握されており、ソ連軍機の交信記録が世界に公表












KAL007 便撃墜事件後の 1983 年 9 月以降、米ソ関係は極度に高い緊張関係に入って行く。米ソ間の多様な交渉は
休止状態となり、1983 年 11 月には、ソ連はジュネーブでの中距離核交渉（INF 交渉）から引き揚げた。さらにそ
の直後、戦略兵器に関する START 交渉も中断することになった。 
 
４.３.６. グレナダ侵攻 
1983 年 CIA は、中米のグレナダにキューバ・ソビエト等共産主義国の顧問等が訪問しており、グレナダの軍事政
権をソ連とキューバが中心となり援助し、グレナダに共産主義体制が誕生していく流れがあるとの情報を得ていた。
レーガンは、中米・カリブ海エリアに、キューバに次ぐ共産化の一大拠点が構築される可能性があると考えていた。
レーガンは、グレナダに軍事出動を命令し、政権を崩壊させる決意を固めた。1983 年 10 月～12 月、アメリカにと
ってベトナム戦争以来の大規模軍事行動となるグレナダ侵攻が断行された。 









４.３.７. アメリカの INF配備断行 
1983 年 11 月、アメリカはついにイギリスのグリーナムコモン基地に、中距離核と巡航ミサイルを搬入した。ま
た、同じ 11 月に、西ドイツ議会は米国のミサイルを受け入れることを決議した。1984 年 1 月、西ドイツにもパー
シングⅡが配備された。パーシングⅡは 1985 年後半までに、西ヨーロッパで 108 機が配備されることになる。これ
に対してソ連は、ジュネーブでの INF 交渉打ち切りを宣言し、東ドイツとチェコスロバキアに、SS20 を前進配備し
た。レーガン政権側も、INF 交渉、1982 年に開始されていた戦略兵器削減交渉（START）等、ソ連との一連の軍事
的交渉の無期限休会を宣言し、対話に応じない強硬な姿勢を示した。1983 年は、米ソ関係、東西関係が、史上最も
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1983 年 11 月の様子について、次のように述べている。 




























ーチを批判した。1982 年 1 月、ボルドリッジ次官補、7 月ヘイグ国務長官、1982 年 5 月ブッシュ副大統領が訪中す
るなどして調整し、同年 8 月には、「武器供与は国交正常化以後の水準を超えず漸減していく」という米中共同コミ
ュニケを発表した。また、アメリカは、以下のような、Six Assurances（6 つの保証）の公約を表明した。 
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しかし、共同コミュニケの解釈等の相違、1982 年 7 月に発生した中国女子テニス界のスタープレーヤー胡娜（こ
な）氏の政治亡命問題、米中文化協定に基づく 1982・83 年文化交流プログラム未実施分の停止、米国における 1983
年の国際スポーツ競技への中国不参加など、米中関係は不協和音が続き良好にはならなかった。 
1983 年 2 月、シュルツ国務長官が訪中し、中国共産党中央軍事委員会主席で最高指導者の鄧小平、趙紫陽総理と
会談し、相互信頼を構築するために米中双方が努力することを確認し、意思疎通を図った。また、米中貿易などの






1984 年にはソ連指導層の異変が続いた。1982 年 12 月から政権トップにあったアンドロポフ書記長が就任後わず
か 14 カ月の 1984 年 2 月に死去した。ブッシュ副大統領がハワード・ベーカー等を含むアメリカ代表団を率いてモ
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1984 年前半時点でも、アメリカを支える西側諸国の結束は不動だった。即ち、1984 年 6 月のロンドンサミットは、
西側諸国の強固な結束をアピールした。さらにロンドンサミット前後、ソ連を訪問した西ドイツのゲンシャー外相、




























1984 年 7 月中旬以降チェルネンコ書記長は、公衆の前から姿を消しつつあり、健康状態の悪化が明確になってい
った。1985 年 1 月開催予定の東欧ブロックの支柱であるワルシャワ条約機構首脳会議も延期されることが決定され
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た。1984 年後半は、ポスト・チェルネンコ政権、ソ連新政権誕生前夜の様相となって行き、米ソ間で、水面下の外
交戦が展開されることになる。 















1984 年 9 月のグロムイコ外相の訪米は、米ソ間の対話路線転換への可能性、米ソ交渉再開へのスターティングポ
イントの萌芽を示した。しかし、グロムイコは 1984 年 11 月の大統領選挙の結果後に、具体的な行動を起こすよう
だとレーガンは考えた。 






対話を求めた瞬間であった。1985 年 1 月のシュルツ・グロムイコ会談が決定した。 
1984 年 12 月、レーガンは、1985 年 1 月のシュルツ・グロムイコ会談から再開するだろう対ソ連軍備管理交渉の、
戦略形成を検討した。レーガンは、国家安全保障企画グループ（NSPG）内につくった小グループで、検討を重ねた。
ワインバーガーは、ソ連側は軍備管理交渉に入る代価として、SDI 計画の放棄を要求してくると認識していた。レ








実質的ナンバー2 として、ペレストロイカを強力に進めることになる。（ヤコブレフは 1973 年に、ブレジネフによ
ってカナダ大使に任命されていたのであった） 
1984 年 2 月のチェルネンコ政権発足以降、ゴルバチョフは、イデオロギー・外交担当の第二書記に就任し、「次
期最高指導者」として認識されるようになって行く。ゴルバチョフは、イデオロギー・党組織・農業・その他経済
計画等、広範な分野を次第に把握し始めていった。1984 年 12 月にゴルバチョフは、全ソ・イデオロギー会議で、
ソ連の内政・外交に関する包括的で長大なスピーチを行った。 
1984 年 12 月、ゴルバチョフは英国を訪問した。このイギリス訪問の時に、ゴルバチョフは議会で演説して以下
のように訴え、イギリスのリーダー層に感銘を与えている。「核時代は不可避的に新しい政治思考を指し示す。今日
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1984 年 12 月末、サッチャーはゴルバチョフとの会談の直後、ワシントンを訪問した。この時、レーガンはキャ
ンプデービッドにサッチャーを招待した。サッチャーはゴルバチョフの好印象について、レーガンに話した。また、

























1985 年 1 月、グロムイコ外相が訪米した。ここで、新たな米ソ軍備管理・軍縮交渉の枠組み作り、米ソの包括軍





1985 年 1 月、シュルツ・グロムイコ会談がジュネーブで行われた。米ソ間での軍備管理交渉の再開が正式に決定
し、3 月からジュネーブにおいて軍備管理交渉が再開されることになった。 
1985 年 1 月のグロムイコ・シュルツ会談以降、東西交流は加速する。例えば、1985 年 2～3 月にはグロムイコ外
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相のイタリア・スペイン訪問、同年 3 月だけでも、シチェルビッキー政治局員の訪米、ゲンシャー西ドイツ外相の
訪ソ、ジミャーニン書記の訪西ドイツ、デュマ仏外相の訪ソが実現した。 
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そしてこの 1985 年 7 月、ゴルバチョフは、28 年間外交の責任者だったグロムイコにかわり、新外務大臣として、
エドアルド・シュワルナゼを指名した。シュワルナゼは以後 1990 年まで外務大臣を務めることになる。シュワルナ
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1985 年前半、レーガン政権は、SALTⅡ（第 2 次戦略兵器制限条約）への対応を検討していた。アメリカにおい
ては、SALTⅡは批准されていなかったが自主的に順守されていた。しかし、1985 年 12 月 31 日をもって期限切れ
になることになっていた。 





















をとるほかなくなろう。」（1985 年 6 月のゴルバチョフからレーガンへの書簡：わがアメリカンドリーム、810p）ゴ
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1985 年 6 月のレーガンの SALTⅡ順守発表以降、ゴルバチョフは、米ソ間軍縮交渉でそれまでの政権とは異なり、
驚異的に柔軟な姿勢を示して行く。 
1985 年 10 月、ゴルバチョフはフランス訪問の際に、INF 問題を分離して交渉することと、INF 交渉においては、
イギリス・フランスの核は対象からはずすと明言した。当時、米ソ間の包括的軍縮交渉は、宇宙兵器・戦略核兵器・
INF の 3 つを含んだものであった。10 月のゴルバチョフ発言が突破口となって、米ソ間交渉は進展した。 
さらに、ゴルバチョフは 10 月に、アメリカに対して、「核兵器の 50%削減」を提案した。しかし、これは、レー
ガンによれば、1983 年時点でレーガンが米国から出した軍縮案と同じものでった。レーガンは、ゴルバチョフ提案
を、「ソ連が平和勢力で、米国が軍拡勢力というイメージ」をつくるプロパガンダ作戦と考えていた。 




ゴルバチョフへの 1985 年 10 月 31 日付け書簡：わがアメリカンドリーム、822p） 










４.５.５. ジュネーブ会談（1985年 11月） 
1985 年 11 月、レーガンは、ジュネーブへ米ソ首脳会談のために飛んだ。レーガンが滞在した宿舎は、ジュネー
ブ湖に面したソシュール館で、カリム公アガ・カーンが提供してくれたものだった。米ソ首脳会談は、レマン湖の
ビラ・フルールドーで行われた。 
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ならない点を理解していることを、あなたに知っていただきたい。」（1985 年 11 月 28 日付けのレーガンからゴルバ
チョフへの書簡：わがアメリカンドリーム、840p） 


























交渉することが必要である。」（1985 年 12 月 24 日付けゴルバチョフからレーガンへの書簡：わがアメリカンドリー
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1986 年 1 月、ゴルバチョフは、米国の SDI 開発を阻止する大きなかけに出た。即ち、モスクワで次のような大胆
な軍縮提案を発表した。 
 















①米ソ双方の戦略弾道ミサイル搭載弾頭数を 4500 個に削減 
②重爆撃機積載の空中発射巡航ミサイル（ALCM）の数を 1500 基に削減 





上記①・②の実現は、戦略的核運搬手段に積載される弾頭総数が 6000 個以内になることを意味した。 
1986 年 2 月、レーガンはゴルバチョフに、以下のような書簡を送る。この中で、レーガンは、SDI 放棄を狙うゴ
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1986 年 3 月頃、レーガン政権のスタッフは、ソ連の複数の制限規定違反にもかかわらず、アメリカが SALTⅡ（第
2 次戦略兵器制限条約）の条項を順守すべきかどうかについて、再び検討していった。確かに、当時、米国側は、
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に、1985 年 12 月のウィーン・ローマの空港での爆破事件に、リビアが関与していると判断し、1986 年 1 月には、
対リビア経済制裁を行った。 
1986 年 3 月には、アメリカは空母打撃群（空母戦闘群）をシドラ湾に派遣し、リビアのミサイル艇・レーダー基
地の爆撃を断行した。 
1986 年 4 月、アメリカは、海外の米国施設へのテロ（西ドイツ駐留米軍へのテロ攻撃）を実行したリビアに対し
て、リビアの最高指導者ガダフィの住居をターゲットにした爆撃作戦を断行した。作戦名は「エルドラド・キャニ










その直後、1986 年 4 月 26 日、ウクライナのチェルノブイリ原子力発電所で、大規模な事故が発生した。広島に
投下された原子爆弾に換算して約 500 発分の原子爆弾投下に匹敵するほどの放射性物質が放出してしまった。 
 
４.６.２. 1986年のゴルバチョフ改革 
1986 年、ゴルバチョフは国内改革を進めた。即ち、1986 年 2 月・3 月に開催された第 27 回ソ連共産党大会で、
1970 年代・80 年代初頭のブレジネフ時代の、経済・社会の停滞を強く批判し、党新綱領新稿を採択する。これは




提示し、そのためには社会・経済発展の加速化が必要であるとしたのである。この 1986 年 2 月の党新綱領新稿が、
ペレストロイカになっていく。 
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連との ABM 条約の下で許容されるか問題点もある」と述べたこともあった。ABM 条約は米国上院で批准されてお
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要因になっていた。ABM 条約の主要内容は、「米ソ共に、ABM 配備基地を、首都とミサイル基地 1 カ所の 2 カ所に
制限する」というものだった。アメリカは、ワシントンと、ノースダコタ州グランドフォークス空軍基地に、ソ連
























す用意がある……。」（1986 年 9 月 15 日付けのゴルバチョフからレーガンへの書簡：わがアメリカンドリーム、878p） 
ゴルバチョフは、この書簡でも、ヨーロッパにおける INF 全廃の必要性を確認し、さらにアジアにおける INF へ
の柔軟な対応にも、言及したのであった。 






４.６.４. レイキャビック会談（1986年 10月） 
1986 年 10 月 10・11・12 日、アイスランドのレイキャビックで米ソ首脳会談が開催された。ゴルバチョフは、1986
年 4 月に発生したチェルノブイリ原発事故、ソ連原潜火災事故によって、放射能の恐怖を感じ、核軍縮への思いを
強くしていた。 
レイキャビック会談では、最初、レーガンのヨーロッパにおける INF の撤去というゼロオプション、及び、10 年





開始し、SDI を共有することにし、全ての弾道ミサイルを廃棄した、10 年後、SDI を、両国が同時に配備しよう」
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1987 年 6 月、レーガンはベネチアサミットに参加した。その後、ドイツの西ベルリンへ飛んだ。ここで、レーガ
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一方、米ソ交渉において、1987 年夏から秋の時点でも、ゴルバチョフは米国の SDI 研究開発中止の実現をあきら
めなかった。米ソの SDI をめぐる駆け引きは、継続していた。よって、次の首脳会談であるワシントン会談の日程
は、決定して行かなかった。 
しかしついに、1987 年 9 月、ゴルバチョフは打開を探るためシュワルナゼのワシントン訪問を、決定した。1987








話を積極的に進めることを望んでいる点を強調したい。」（1987 年 9 月 15 日付けのゴルバチョフからレーガンへの
書簡：わがアメリカンドリーム、904ｐ） 










ルツを通じて、米国の SDI への姿勢は変わらないことを、ソ連側に伝えさせた。 
1987 年 10 月末、ついに、ソ連は動いた。シュワルナゼが、再び、米国を訪問した。米ソ首脳会談の打ち合わせ
が目的だった。シュワルナゼは、レーガンにゴルバチョフの意向を伝えた。結果、1987 年 12 月ワシントンでの首
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４.７.４. ワシントン会談（1987年 12月） 
1987 年 12 月、ワシントン DC で米ソ首脳会談が開催された。そして、12 月 8 日ついに、中距離核戦力全廃条約
(INF 全廃条約)が締結された。中距離核戦力全廃条約の正式名称は、「中射程及び短射程ミサイルを廃棄するアメリ
カ合衆国とソビエト社会主義共和国連邦の間の条約（The Treaty Between the United States of America and the Union of 
Soviet Socialist Republics on the Elimination of Their Intermediate-Range and Shorter-Range Missiles）」である。 
INF(Intermediate-range Nuclear Force：中距離核戦力)は、核弾頭を装備した中距離弾道ミサイル・巡航ミサイルを
意味したが、1987 年の INF 全廃条約では、射程 3000 マイル以下の短距離・中距離ミサイルの廃棄が同意された。
つまり、短射程ミサイル（射程 500 ㎞～1,000 ㎞）、長射程ミサイル（1,000～5,500 ㎞）の核ミサイルが対象となり、
全ての廃棄が決定したのである。主要なミサイルとしては、具体的に、ソ連の SS20、アメリカのパーシングⅡの廃
絶が決定されたのである。 




INF 条約の歴史的意義は大きい。米ソ間のそれ以前の条約は SALT 等も含め、あくまで「軍備管理」の条約であ
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際政治戦略理論によって、1956 年夏のポーランド動乱、1956 年 10 月のハンガリー蜂起を、制圧した。 
制限主権論は、ブレジネフ時代の 1968 年のチェコ事件の際に、「ブレジネフドクトリン」と言われるまでに明確
になったのであった。1968 年 8 月、チェコスロバキアの「プラハの春」といわれた民主化運動が台頭した際、ソ連
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にまで発展したのであった。 
1988 年 3 月のゴルバチョフの「新ベオグラード宣言」は、ソ連の伝統的中心的国際政治戦略であった「ブレジネ
フドクトリン」の撤廃を表明し、東ヨーロッパ諸国の自立と民主化を促すものになって行くのであった。 
 
４.８.３. モスクワ会談（1988年 5月） 





















1988 年 9 月上旬時点で、アメリカ側は、レーガン政権の任期中の START の条約調印を見送る方向で、検討して
いった。この米国側の START 条約調印見送りのシグナルは、ソ連を牽制することになった。即ち、米国での START
の条約調印見送りの方向が明確になって行くと、1988 年 10 月、早期の START 条約調印を望んでいたゴルバチョフ
は、アメリカが 1983 年から ABM 条約違反として撤去を主張したソ連のクラスノヤルスクの巨大レーダーステーシ














長岡大学 研究論叢 第９号（2011 年 7 月） 
 - 44 - 
にまで発展したのであった。 
1988 年 3 月のゴルバチョフの「新ベオグラード宣言」は、ソ連の伝統的中心的国際政治戦略であった「ブレジネ
フドクトリン」の撤廃を表明し、東ヨーロッパ諸国の自立と民主化を促すものになって行くのであった。 
 
４.８.３. モスクワ会談（1988年 5月） 





















1988 年 9 月上旬時点で、アメリカ側は、レーガン政権の任期中の START の条約調印を見送る方向で、検討して
いった。この米国側の START 条約調印見送りのシグナルは、ソ連を牽制することになった。即ち、米国での START
の条約調印見送りの方向が明確になって行くと、1988 年 10 月、早期の START 条約調印を望んでいたゴルバチョフ
は、アメリカが 1983 年から ABM 条約違反として撤去を主張したソ連のクラスノヤルスクの巨大レーダーステーシ














長岡大学 研究論叢 第９号（2011 年 7 月） 
















1988 年 10 月、グロムイコが最高会議幹部会議長を辞任し、ゴルバチョフが最高会議幹部会議長のポストも兼任
した。ゴルバチョフの権力が頂点に達した時期であった。 













1989 年 1 月、レーガン政権が終了し、レーガン政権の副大統領だったブッシュが大統領としてレーガン政権の事








1989 年 2 月、ハンガリーが複数政党制を導入し民主化した。5 月に、ハンガリー・オーストリア間の国境が開放
された。このハンガリーのオーストリアとの鉄柵排除以来、東ドイツからハンガリーに入りオーストリアに行きウ
ィーンの西ドイツ大使館に亡命申請するというパターンで、西ドイツに亡命する東ドイツ人が大量に発生して行く
ことになる。1989 年 10 月、ハンガリーの旧体制が崩壊した。
（25）
 
1989 年 6 月、ポーランドでは、レフ＝ワレサ率いる自主管理労働組合「連帯」の活動が進展し、ついに、体制側
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制度的民主化は完成する。1989 年 6 月をもって、ポーランドの共産党一党体制は崩壊したことになる。 




1989 年 7 月、ゴルバチョフは、ブカレストのワルシャワ条約機構首脳会議で、従来のソ連外交の支柱的方針であ













1989 年 11 月、東ドイツ政府は、東ドイツ市民の旅行の自由化を発表した。（この決定・発表自体は東ドイツ政府
内部の激しい混乱の中でなされたものであった）この発表後、ベルリンの壁の破壊が始まり、東西分断の象徴だっ
たベルリンの壁がついに崩壊した。1990 年 10 月には、西ドイツと東ドイツが統一することになる。 














1989 年 12 月 1 日、ゴルバチョフはソ連首脳として始めてバチカン市国を訪問して、宗教を否定する共産主義と
いうことで対立していたローマ教皇のヨハネ＝パウロ 2 世と会談し和解した。 
1989 年 12 月 2 日・3 日、ゴルバチョフは、マルタにおいて、ブッシュ大統領と米ソ首脳会談に臨んだ。マルタ会
談の大半は、マルタ島沖のソ連の客船マクシム・ゴーリキー号内で行われた。当時のゴルバチョフのポジションは、
ソビエト連邦最高会議幹部会議長兼ソビエト共産党書記長であった。マルタ会談には、ソ連側は、シュワルナゼ外
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1991 年 1 月、ゴルバチョフはリトアニアにソ連軍を派遣し、軍事介入した。これに対してソ連では、ゴルバチョ
フへの批判が起こった。批判は退陣要求すら出るほどに強まり、ゴルバチョフの政権基盤は弱まって行くことにな
る。 
1991 年 6 月にセフ（コメコン）は、ブタペストで総会を開き組織の解散を決定した。また、7 月には、ワルシャ
ワ条約機構も、プラハでの政治諮問委員会で、組織の解体を決定した。これにより、ソ連を中心とした社会主義共
同体の経済的統合制度、軍事的統合制度が消滅した。 
1991 年 8 月 20 日に、ソ連では、連邦内各共和国の大幅な自立性を認めた「新連邦条約」の署名が予定されてい
た。ところが、前日の 8 月 19 日に、「新連邦条約」がエストニア、ラトビア、リトアニア等の多数の国の完全独立










その後、ラトビア、エストニアが独立した。また、1991 年 8 月、ウクライナが独立宣言を出した。1991 年 12 月
25 日、ゴルバチョフは大統領を辞任した。
（27）
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も発生したのであった。ソビエトの軍事費は GNP の 20%程度から 30%へ、さらに 40%近いところまで、拡大してい
った。そのことが、後のレーガン外交の追い討ちで、ソ連が崩壊する遠因となったのであった。 
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諜報機関は、東側各地での反共産主義運動も着実に進めていた。それら反共産主義運動は、次第に強化され、レ
ーガン外交による米ソ融和実現、ゴルバチョフの制限主権論撤廃の表明など、ソ連が強硬に出ないという環境の中
































レーガン・ゴルバチョフのトップ会談が、1985 年ジュネーブ、1986 年レイキャビック、1987 年ワシントン、1988
年モスクワで、開催された。1985 年 11 月のジュネーブでの米ソ首脳会談では、「INF に関しては、暫定協定の締結
に努力する」という点まで、米ソ間で合意した。しかし、1986 年 10 月のレイキャビック会談では、ソ連側が、「SDI
も含めた包括的な交渉」に再び固執したので、交渉はストップし、INF 全廃条約の実現にブレーキがかかった。し
かし、1987 年 9 月、ゴルバチョフは、再度、INF 問題を話し合う可能性を示唆した。この結果、交渉は進展し、1987
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ド宣言」以降加速し、1989 年には、ハンガリー、ポーランド、東ドイツ、ブルガリア、チェコスロバキア、ルーマ
ニアで、民主革命が起こっていった。その過程で、1989 年 11 月には、東西分断の象徴であったベルリンの壁が崩

































（1）2009 年 6 月、アメリカ合衆国連邦議会議事堂（Capitol Hill）に、レーガンの像が置かれた。共和党系の国際政
治学者の中に、冷戦終結に果たしたレーガンの役割を強調する者が多い。 
 




統領就任式の 1 週間後に、ホワイトハウスで、イランの監禁から解放された人達の帰国歓迎式典を開催した。 
 
（4）1984 年の 2 期目を目指した大統領選挙においても、レーガンは、民主党のモンデールに勝利した。レーガン
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は、50 州の内 49 州、即ち、モンデールが選挙人を獲得した地元ミネソタ州、ワシントン D.C.を除く、49 州で
勝利した。選挙人投票数で、レーガン 525 票、モンデール 13 票という、レーガンの歴史的な圧勝だった。1985



















SALT(Strategic Arms Limitation Talks：戦略兵器制限交渉)－Ⅰが、1969～72 年に行われた。 
SALT－Ⅱは、1973～1979 年に行われた。 
START (STrategic Arms Reduction Talks：戦略兵器削減交渉) は、レーガン政権時代の 1982 年に始まり、START
－Ⅰは 1991 年に調印された。 

















（15）なお、レーガン政権の 2 年目 8 月（1982 年 8 月）の支持率は、41%であった。政権開始後の同様の時期の支
持率は、カーター・クリントン両政権が同じく 41%、オバマ政権が 43%であった。 
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人、冷静を終わらせたヒーローとして、その人気、評価は不動である。2011 年 3 月 2 日に、ゴルバチョフは、





功績をたたえ、ロシア最高位の国家勲章をゴルバチョフに授与した。（日本経済新聞 2011 年 3 月 24 日号） 
 
（28）1991 年夏、守旧派の共産党幹部によるクーデター未遂後、ゴルバチョフの求心力は下落し、12 月 25 日に、
ゴルバチョフは大統領を辞任し、ソ連は崩壊した。「私はペレストロイカのある時期に自信過剰になった。自
ら過ちを認めることは難しい。私は傲慢になりそのことで罰せられた」と、英国インディペンデント紙との
インタビューで、ゴルバチョフ自身が、権力を追われた背景を分析している。（日本経済新聞 2011 年 3 月 24
日号） 
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